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Ⅰ 管内社会教育の概要 

１ 西北の社会教育の状況 

 

西北の課題 学びを通じたつながりの形成 

管内においては、これまで、地域学校協働活動の充実、コミュニティ・スクールの導入促

進、地域住民の多様なニーズに応じた学びの機会の充実、社会教育関係団体等の活動の支援

などを中心に、学びを通じてつながりや関わりがつくり出されるよう努めてきました。 

その結果、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の両事業に取り組む市町が増えて

おり、地域住民が教育活動に参画することで、こどもたちの学びの充実や住民同士のつなが

りづくりにつながっています。また、地域の実態や住民の学習ニーズを踏まえ、地域課題の

解決につながる学習の機会も増えてきています。 

これからは、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動を一体的に推進し、こどもたち

の学びや成長を支えるとともに、今までの学びを地域住民の立場で活かせる場とすることで、

学校を核とした地域づくりにつなげていくことが期待されます。また、地域住民の社会の変

化に即応した様々なテーマについての学びを通じて、共に学び合い、その学習成果を地域づ

くりにつなげていくことが重要です。 

このようなことから、令和５年度から「学びを通じたつながりの形成」を西北の課題とし、

社会教育の推進に努めました。 

西北の課題解決のために特に推進すべき事項として、「地域人財の発掘・育成」、「学校・家

庭・地域の協働」、「家庭教育支援の充実」、「関係機関・団体等によるネットワークづくりの

推進」の４つを掲げました。各市町では、これら４つの事項の観点に沿ってそれぞれの地域

課題を探り、地域の特色を生かした事業が計画・実施されました。 

 

⑴ 地域人財の発掘・育成 

【五所川原市】 

［子ども司書養成講座］ 

事業目的 読書活動推進リーダーを育成し、市全体の読書活動を推進する。 

事業内容 

・開講式（７月 23日） 

・講座 （７月 23日～29日） 

・認定式（７月 29日） 

・認定後の活動として、図書館こども夏まつりで読み聞かせを行う。 

成果と課題 

 今年度は９名が「五所川原子ども司書」として認定された。認定後は、市立

図書館において、本の紹介、おはなし会の開催やカウンターでの仕事など様々

な場面で活動している。 

特に推進すべき事項 

１ 地域人財の発掘・育成 

２ 学校・家庭・地域の協働 

３ 家庭教育支援の充実 

４ 関係機関・団体等によるネットワークづくりの推進 
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【つがる市】 

［長寿大学］ 

事業目的 
 学習活動を通して、必要な教養や生活能力を習得しながら、仲間づくりをす

すめ、一人ひとりが充実した毎日を送る。 

事業内容 

１ 開講式・レクリエーションダンス（５月 23日） 

２ 金多豆蔵人形芝居（６月 22日） 

３ 知っておきたい終活の話（７月 20日） 

４ ちょっと昔のつがる市（８月 24日） 

５ 移動学習（９月 12日） 

６ つがる市地域おこし協力隊奮闘記（10月 12日） 

７ 閉講式（11月 16日） 

成果と課題 

全日程への参加者は 30名であった。コロナ禍も落ち着いてきたことから、参

加者が増えており、内容の更なる充実が期待される。 

次年度は「聞く」「する」「つくる」といった活動を取り入れた内容で実施

を検討中である。 

［市民講座：北部航空音楽隊演奏会］ 

事業目的 市民の学習の機会と交流の活性化を図る。 

事業内容 多世代が共に楽しめる学習会の開催 

成果と課題 

 つがる市総合体育館で行い、迫力ある演奏会を開催することができた。会場

が広く、参加者について懸念したが、予想以上の来場者数となった。市民講座

についてのアンケートも実施した。 

 アンケート結果から、市民講座の認知度が低いことが窺われ、周知方法と開

催内容について今後検討が必要である。 

 

【鰺ヶ沢町】 

［ふるさと学習事業］ 

事業目的 町内小中学校が一体となって、児童生徒の郷土愛を育む。 

事業内容 

「世界自然遺産白神山地」「日本遺産北前船文化」「津軽藩発祥の地」「町の営

み」「どんな自分になりたいか」を５つの柱とし、小中一貫した鰺ヶ沢町らしい

学習カリキュラムを構築し、ふるさと学習を進める。 

・検討会議の開催 

・郷土カルタの活用 

成果と課題 

 各小中学校間での情報共有が図られるようふるさと学習実践事例集を作成し

ている。また、郷土カルタを全小中学校に配布することで、児童生徒の郷土愛

が育まれるよう事業を進めている。 

 

【深浦町】 

［公民館における文化活動事業（教室、講座）］ 

事業目的 
地域の学習活動の拠点として、地域のニーズに応じた各種教室や講座を開催

する。 

事業内容 編み物、パッチワーク、木目込み人形、料理、ヨガ 

成果と課題 

どの教室、講座も一定の参加者がいる。ヨガ教室が好評を得ているので、今

後も継続して実施したい。 

課題としては、受講者が固定化・高齢化しつつあるため、住民ニーズに応じ

た教室の開催を検討する必要がある。 
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［軽スポーツフェスティバル］ 

事業目的 スポーツ活動の推進及び普及に努め、町民が自己の健康管理に関心をもつ。 

事業内容 体力運動能力調査とシャフルボード、モルックの体験 

成果と課題 

運動能力調査はある程度浸透しつつある。軽スポーツ体験も参加者同士の交

流が図られていた。当日は、こどもからお年寄りまで幅広い世代の町民が 30人

以上集まり、楽しんでいた。 

令和６年度の実施に向けては、高齢者と若年層で測定に要する時間が異なる

ため、待ち時間を有効に活用できるよう改善を図りたいと考えている。 

 

【板柳町】 

［凧作り教室］ 

事業目的 凧作りを通して、創る喜びと遊ぶ楽しさを体験し、伝承文化に親しむ。 

事業内容 
講師：松山凧の会 会長 松山 清作（他７名） 

講師による作り方の説明後、干支の凧を制作 

成果と課題 

凧の会の会員と協力して、参加者が楽しみながら文化に親しむ機会を設ける

ことができた。 

今後は、まだ参加したことがない人から申込みが来るように、募集人数を増

やしたり興味をもってもらえるような周知の仕方を工夫したりしていく必要

がある。 

［板柳町キャリア教育事業］ 

事業目的 
地域住民との交流や体験活動の機会を充実させることで、こどもたちが地域

の一員としての自覚をもち、板柳町を愛する心情を育てる。 

事業内容 

管内小学６年生及び中学１年生を対象に、様々な夢や目標をもって働いてい

る人たちとの出会いやふれあいを通して、職業に対する関心を高め、将来の自

分の生き方を前向きに考える心を育む。 

成果と課題 

当町出身の高校２年生の先輩のお話、ワークショップ「働くって楽しい」、

当町で活躍されている職業人のお話を聞くといった活動が、参加した児童生徒

にとって、将来の自分の生き方の参考になったと考える。 

事業実施にあたっては、学校との調整を密にし、講師は児童生徒の希望に沿

った選択をする必要がある。 

 

【鶴田町】 

［子どもの祭典］ 

事業目的 

 町内のこどもたちが一堂に会し、１年間の活動紹介や遊び体験等を通して、

単位子ども会の親睦を図るとともに、本事業の経験を今後の子ども会活動に生

かす。 

事業内容 

鶴田町公民館と鶴田町体育センターを会場に実施した。 

 前半は、公民館で中学生がリーダーとなり、様々な遊びを紹介したり、実際

に体験させたりした。後半は、体育センターに移動し、ボッチャやペットボト

ルボーリングなどを体験した。 

成果と課題 

 町子ども会スタッフが充実しており、企画から運営まであらゆる面で協力い

ただいた。４年ぶりの開催であったが、120 名の参加があり、盛大に開催でき

た。 

 単位子ども会の減少が続いているが、中学生リーダーの育成は順調に行われ

ており、活躍の場を増やしていきたい。 
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【中泊町】 

［放課後子ども教室推進事業］ 

事業目的 
こどもたちに学習やスポーツ・文化芸術活動等の機会を提供し、こどもたち

が地域社会の中で心豊かで健やかに育まれる環境を醸成する。 

事業内容 
ねぶた絵制作、サッカー教室、金山焼づくり、小泊漁協職業見学、歴史まち歩

き、味噌づくり、しとぎづくり 

成果と課題 

町内在住及び特色ある活動を実施している方を講師として依頼した。多様な

縁から新たに有力な方が講師になっていただいたこともあり、充実した活動を

展開することができた。前職の経験を活かした講師が多いことから、このよう

な人材の発掘又は育成に係わる養成講座を実施していく。 

［中泊町二十歳の成人式］ 

事業目的 

 二十歳として第一歩を踏み出す若者の新たな門出を祝福・激励し、社会的責

任や義務などを改めて認識する機会とする。また、成人式の企画・運営を実行

委員会形式とし、記念すべき式典を自らの手で作り上げることで、これまで以

上にふるさとに対する思いや興味・関心が醸成されることを目的とする。 

事業内容  実行委員会の立ち上げ、実行委員会の実施、成人式の企画・運営 

成果と課題 

 実行委員会形式で実施し、対象者の声を反映したことで、式典がより華やか

で盛り上がった。また、出席率も例年に比べ 10％程増加しており、効果は絶大

であった。 

 実行委員会として活動してくれる対象者の確保が難しい。 

 

 

⑵ 学校・家庭・地域の協働 

【五所川原市】 

［学校・家庭・地域が連携・協働しながら教育を進めるための場づくり］ 

事業目的 
学校運営上、学校だけでは解決が困難な課題について、学校・家庭・地域が

協議・共有・対応する場づくりとしての学校運営協議会の設置を推進する。 

事業内容 

・教育総務課、学校教育課、社会教育課の三課が連携し、学校運営協議会に向

けた取組を行う。 

・三輪小学校を先行導入校とし、協議会を設置する。 

成果と課題 

三輪小学校に学校運営協議会を設置し、今年度は３回の協議会を開催した。 

今後の市内の各学校への導入については、三輪小学校の導入事例を検証しな

がら進める。 

 

【つがる市】 

［つがる市型地域学校協働活動］ 

事業目的 
各校に地域学校協働活動推進員を配置し、学校と家庭・地域の協働・連携を

推進する。 

事業内容 
地域学校協働活動本部会議を開催するとともに、推進員の資質・能力向上の

ための研修会、推進員の情報交換会を実施した。 

成果と課題 

本事業について学校側の理解が不十分との捉えから、各校の教頭を対象に、

研修会と情報交換会を開催し、事業充実に向けた取組がされた。今後は、人材

バンクの作成及び整備を検討している。 
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【鰺ヶ沢町】 

［コミュニティ・スクール推進事業］ 

事業目的 
 「地域とともにある学校づくり」をコンセプトに、学校と地域が連携・協働

しながら新しい時代に求められる資質・能力をこどもたちに身に付けさせる。 

事業内容 

・コミュニティ・スクール（ＣＳ）推進事務会議 

・学校運営協議会 

・ＣＳタウンミーティング 

・学校運営協議会委員の学校訪問 

・ＣＳ通信の発行 

成果と課題 

 取組は順調に進んでいる。しかし、事業内容の理解については、地域住民、

教員ともにあまり進んでいない。情報提供の仕方を工夫することで、より多く

の人たちが学校運営に参画できるようにしたい。 

 

【深浦町】 

［美術館「絵画コンクール」］ 

事業目的 
芸術にふれあい、未来を担うこどもの感性や創造力を育むことを目的に開催

する。 

事業内容 
１月 管内全小中学校の児童生徒から作品を募集し、審査 

２月 応募作品を展示し、優秀作品を「広報ふかうら」に掲載 

成果と課題 
町内全児童・生徒数の９割超の 263点もの応募作品が得られた。 

今後は、岩崎地区・大戸瀬地区での移動展示を検討している。 

 

【板柳町】 

［秋のわくわく体験 ウォーキング＆防災バーベキュー］ 

事業目的 
未来を担う人材であるこどもたちが心豊かでたくましく成長するよう、多様

な体験活動の機会を設ける。 

事業内容 

１ 町内の危険箇所を確認しながらのウォーキング 

２ マッチ、缶切り、紙の食器作り体験 

３ モルック 

成果と課題 

こどもたちが見たり触れたりして楽しみながら学べる防災教育を実施できた。 

ワークショップを組み込み、こどもたちが企画から振り返りまで主体的に参加

できるようにすることで効果と継続性を向上できると思われる。 

 

【鶴田町】   

［鶴田町学校運営協議会］ 

事業目的 

教育委員会及び校長の権限と責任の下、保護者及び地域住民等の学校運営へ

の参画並びに支援・協力を促進することにより、学校と保護者及び地域住民と

の信頼関係を深め、学校運営の改善や児童生徒の健全育成に取り組む。 

事業内容 

・令和５年８月２日設立 

・教育委員会が事務局となっている。 

・学校運営協議会委員並びに社会教育委員を対象に、研修会を実施した。 

講義「地域とともにある学校づくり」 

演習「熟議の意義とそのイメージ ～体験してみよう！模擬熟議～」 

講師 文部科学省総合教育政策局 ＣＳマイスター 髙野 睦 氏 

成果と課題 

本事業の意義や仕組みについて、教職員、保護者、地域住民の理解は十分進

んでいない。そのため、町の広報、ホームページやチラシ等による周知、研修

会の開催等の取組を通して、理解を深め事業を推進していく必要がある。 
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【中泊町】 

［学校運営協議会（こどまり学園）］ 

事業目的 

保護者及び地域住民等の学校運営への参画並びに支援・協力を促進すること

により、学校と保護者及び地域住民との信頼関係を深め、学校運営の改善や児

童生徒の健全育成に取り組む。 

事業内容 

【第１回学校運営協議会】 

・令和５年 11月８日 

・委員による授業参観、学校運営・運営方針についての協議 

【第２回学校運営協議会】 

・令和６年２月９日 

・令和６年度の学校運営・運営方針の説明等 

成果と課題 

今年度の学園祭を町民文化祭と共催することで、地域に開かれた学校運営を

保護者や地域住民に周知するよい機会となった。 

今後は、計画的な学校運営協議会の開催と教職員や保護者、地域住民に対し

て本事業の理解をさらに図っていく必要がある。 

 

 

⑶ 家庭教育支援の充実 

【五所川原市】 

［～楽しんじゃおう！クリスマス！～ 第 23回子どもフェスティバル］ 

事業目的 冬期間の親子が集える居場所づくり、 異世代間交流の機会とする。 

事業内容 

【前日】製作を希望する親子による段ボール迷路づくり 

【当日】軽スポーツ、囲碁や茶道の体験、読み聞かせ、クリスマスリース作り等 

市内のサークル団体や青少年健全育成推進員等各種団体と連携し、親子で自

由に回って複数のコーナーを体験し、世代を超えて交流できるイベントを実施

した。 

成果と課題 
たくさんの親子、家族が訪れていた。教育委員会だけでなく、様々な活動団

体と協力しながら事業が実施された。 

 

【つがる市】 

［つながる！つがる笑顔まつり 2023］ 

事業目的 
地域住民と子育て世代の親やこどもたちとのつながりを作り、地域活動へ自

発的に参加できる機会をつくる。 

事業内容 

親子で楽しめる様々なブースが用意され、子育て中の親の交流や学びの場を

提供している。会場での飲食も可とし、キッチンカーをはじめとした、様々な

飲食店も出店する。 

成果と課題 

毎年開催されており、参加者同士の仲間づくりが市内外に広がり、多くの来

場者があった。今年度は、三味線のライブ演奏、体験コーナーや出展者の増加

もあり、昨年度よりも内容が充実していた。 
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【鰺ヶ沢町】 

［キッズ・親子育成事業］ 

事 業 目 的 
将来を担う町のこどもたちの育成を目指す。また、親世代には家庭教育や地

域づくりに関心を持ってもらう。 

事 業 内 容 

１ 親子ファーマー体験（６月 18日）  参加者９名 

２ キッズ英会話教室（７月８・15日） 参加者 20名 

３ 北前船歴史探検ツアー 

⑴ 野辺地町歴史探検（７月 23日）  参加者 20名 

⑵ 鰺ヶ沢町歴史探検（７月 29日）  参加者 12名 

成果と課題 

町ＡＬＴの活用、日本遺産「北前船寄港地」利活用事業との共催といった内

部の連携を図り、楽しく学ぶ場を提供し、参加したこどもたちから好評を得た。 

親子で参加できる取組が少なかったことと、家庭教育推進事業における親子

の取組との住み分けが今後の課題である。 

 

【深浦町】 

［生涯学習フォーラム］   

事業目的 親子のふれあいや参加者間の交流を図る。 

事業内容 

【三沢航空科学館によるサイエンスショー】 

「静電気」について実験器具を用いた説明や、手をつないで輪になり、静電

気を通す実験等 

【ワークショップ】 

アニメごま（ゾートロープ）づくり 

成果と課題 

想定どおり親子での参加が得られた。日頃なかなか体験できない実験や工作を

通して、驚いたり楽しんだりと、科学する心（考える力）を育む１日となった。 

参加者数がさらに増えるよう周知方法を検討していく必要がある。 

 

【板柳町】 

［絵本の中のお菓子づくり］ 

事業目的 
親子で絵本の時間を共有し、一緒にクッキー作りをすることで絵本や物作り

の楽しさを体験し、親子の絆を深める。 

事業内容 
１ お菓子作りに関係する絵本や紙芝居の読み聞かせ 

２ 親子でクッキー作り 

成果と課題 

絵本の読み聞かせでは、保護者もこどもたちと一緒に楽しんだ後、親子で協

力しながらクッキー作りをした。「楽しかった。またやりたい。」などの声が聞

かれた。課題としては、 

・クッキー作りに大半の時間を要するため、絵本の時間は限られる。 

・絵本の時間をもう少し長くしたいが施設の利用時間など決められている。 

といったことが挙げられる。 

 

【鶴田町】 

［サンシャインスクール利用家庭に対する支援］ 

事業目的 
放課後子どもプラン推進事業「サンシャインスクール」を利用する児童の健

全育成に資する。 

事業内容 
 サンシャインスクールを利用する児童の保護者に対して、子育て等に関する

相談会を随時実施する。 

成果と課題 

 必要に応じて学校と連携しながら問題解決に向け相談会を実施している。今

後は、町に新たにできた児童発達支援・放課後等デイサービス「ミライク学園」

とも連携・協力できるような体制を構築していく予定である。 
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【中泊町】 

［リフレッシュ講座］  

事業目的 
子育て中の女性を対象とした、日頃の疲れを軽減するリラクゼーションや子

育てに関する学習の機会とする。 

事業内容 

 弘前大学医学部保健学科から小児看護を専門とする３名の先生を講師に招

き、エッセンシャルオイルを使用したハンドクリーム作りを実施。その他、中

里地域では、こどもの健康に関する講話、小泊地域ではヨガの体験を行った。

育児に関する悩みを相談する時間を設け、参加した保護者同士で日頃の悩みを

共有し合った。 

成果と課題 

 小児看護に関する内容であったが、日頃の子育てに関する悩みを相談する機

会ともなった。 

少子化により年々参加者が減少しており、開催方法を検討する必要がある。 

 

 

⑷ 関係機関・団体等によるネットワークづくりの推進 

【五所川原市】 

［中学校部活動検討事業］ 

事業目的 
 地域移行への課題等を把握し、地域の実情に応じて部活動から地域クラブ等

への段階的な移行を進める。 

事業内容 
・ＰＴＡ、中学校長等の関係者で構成する検討委員会を設置する。 

・検討委員会を複数回開催する。 

成果と課題 

 推進計画書を作成している。様々な課題があり、難航している。今後も他市

町村の取組状況も参考にするとともに、推進計画書については、管内の市町と

情報交換しながら作成していく必要がある。 

［弘前大学との連携による中高生への図書館利用促進事業］ 

事業目的 
 弘前大学と連携し、大学生が本や読書の魅力を伝えることで中学生や高校生

の図書館利用促進を図る。 

事業内容 

市立図書館×弘前大学文芸部連携企画展示 

「その気持ち書いてみよう！三文小説・短歌・詩・俳句」 

令和６年３月１日(金)～31日(日) 市立図書館１階ロビー 

弘前大学文芸部のみなさんによる書き方の解説と作品例、作品を作る際の手

助けとなる図書を展示した。 

成果と課題 

読書や文学作品制作を日々行っている大学生による解説と作品例は、図書館

利用者に新鮮な展示となった。来館が少ない中高生への読書推進のため、中学

校や高校へ展示の働きかけを行うことが必要である。 

 

【つがる市】 

［つがる市総合文化祭］ 

事業目的 市民の文化交流と振興に寄与する。 

事業内容 

つがる市文化団体協議会が主催し、市内２会場（生涯学習交流センター、木

造体育センター）で開催 

【舞台発表部門】 歌・コーラス、楽器演奏、ダンス等の団体・サークル 

【発表部門】 茶道 

【作品展示部門】 写真・書道・絵画・手工芸・盆栽の団体・サークル 

成果と課題 

 会員による周知の甲斐あって、たくさんの観覧者で賑わった。２会場で開催

しているが、会員の高齢化等により、準備を委託している。新規会員の募集に

ついて今後工夫が必要と考えられる。 
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【鰺ヶ沢町】 

［町民文化祭（町文化振興連絡協議会活動事業、町地域婦人団体連絡協議会活動支援事業）］ 

事業目的 
町民の文化意識高揚・啓発を図り、日頃の文化創作活動の成果を発表する機

会とする。 

事業内容 

【展示部門】 

 ・書道、絵画や盆栽等の作品展示 

・町内小中学校児童生徒の作品展示 

【芸能部門】 

 ・各団体による歌や手踊り 

・町内園児によるダンス 

・鰺ヶ沢中学校音楽部による三味線演奏 

成果と課題 

 参加者の減少が続いていたことから、町文化振興連絡協議会と町地域婦人団

体連絡協議会が合同で開催した。内容が充実し、来場者も増え盛会に終えるこ

とができた。 

 両団体ともに高齢化、新規参加者不足という課題があり、存続が危ぶまれて

いることから、今後も財政面、活動面で支援が必要である。 

［日本海拠点館利活用推進事業］ 

事業目的 
日本海拠点館が町の文化芸術拠点になるよう施設の整備と適正管理及び有

効活用を図る。 

事業内容 

・芸術の秋 日本海拠点館 読書と音楽まつり（10月 9日）参加者 130名 

・コーヒー教室(11月 17日、1月 19日、3月 8日予定) 参加者延べ 30名見込 

・ストリートピアノ at 日本海拠点館 オープニングコンサート（12月 9日） 

参加者 60名  

成果と課題 

一部設備が使用できない状況にある日本海拠点館の使用可能設備を有効活用

し、当課職員や関係団体の協力により事業展開を図った。それぞれの事業に多く

の町民が参加し好評を得ており、住民の社会参加への意識向上に寄与した。 

今後も適正な施設の維持管理を実施した上で、住民ニーズに合った事業を実施

していく。 

 

【深浦町】 

［日本遺産３港連携事業］ 

事業目的 県内３町教育委員会が連携し、県内外に向けた広い情報発信を行う。 

事業内容 

・北前船寄港地として日本遺産に認定されている鰺ヶ沢町、野辺地町と連携し

た取組 

・７月下旬に青森市でパネル展示、３町を巡るスタンプラリーを実施 

成果と課題 
町外の観光客に対してはある程度の誘客効果があった。 

町内での認知度がまだ低いので、町民向けの事業も検討したいと考えている。 

 

【板柳町】 

［第 50回 2023町民祭（町民芸能発表会）］ 

事業目的 
出演者にやりがいを感じてもらい、今後も文化活動を続けようとする意欲を

育てる。 

事業内容 
ダンス・舞踊や歌謡、琴などの楽器演奏、伝統芸能などの 12 団体による活

動成果の発表 

成果と課題 

多くの観覧者の前で披露することにより、やりがいや練習の成果を発揮でき

る場となった。 

参加団体の高齢化により、参加する団体が減少しているため、団体のＰＲ活

動を行い文化の継承に努める必要がある。 
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【鶴田町】 

［鶴田町読み聞かせフェア］ 

事業目的 こどもの読書活動推進と実践者の研修及び交流を図る。 

事業内容 

・10月 21日 鶴田町国際交流会館にて開催 

・グループかぜ（谷 京子 代表）による読み聞かせ 

・前半は園児、後半は小学生を対象に実施 

（来場者：園児 86人、小学生 58人、大人 49人 計 193人） 

成果と課題 

 昨年度と同じ講師であるが、昨年度とは内容が異なり、当日も前半と後半で

対象者に合わせた内容としていたことから、非常に充実した事業となった。 

観覧について、昨年度は床に座ってもらったが、今年度は階段式椅子とした。

ステージ全体を見渡すことができ、来場者には好評であった。 

次年度は、町民文化祭の中で本事業を開催することを検討中である。 

［町民ふれあいスポーツフェスティバル］ 

事業目的 町民の健康増進並びに町民相互の親睦を図る。 

事業内容 

・町内及び各種団体参加型による大運動会 

・6月 25日 鶴田中学校グラウンドにて開催 

・16町内（チーム）参加 

・スポーツ推進委員に協力依頼 

成果と課題 

 ４年ぶりに開催された。当日は、スポーツ推進委員の協力も得ながら、競技

が進められ、充実した内容となった。 

地域の様々な世代の町民が集まり、運動を通じて健康を維持し交流を深め、

地域の絆や連帯感が高まることにつながっている。しかし、若年層の参加者が

不足しておりチームが組めないことから、参加チームが減少しているといった

課題がある。今後も継続していくためには、これらの課題に対処し、参加者の

関心を引きつける工夫や、地域全体の連帯感を高める取組が必要である。 

 

【中泊町】 

［チャオ★Ｃｉａｏキッズ］ 

事業目的 
様々な体験活動を集団で行うことで、こどもたちの協調性・自立性を育み、

未来を担うこどもたちの豊かな人間性を培う。 

事業内容 

 ＮＰＯ法人の団体に委託事業として実施。弘前大学生の大道芸サークルによ

るショーや恐竜レースなど計５ブース出展。恐竜レースが大盛り上がりであっ

た。その他、町で連携協定を締結している青森明の星短期大学の保育専攻の生

徒も４ブース出展し、ここでは紙コップタワーが集中力とどれだけ高く重ねら

れるかで盛り上がった。 

成果と課題 

 体を使った体験や集中力を必要とする体験、その他新しいものに触れる、鑑

賞する機会となり、また集団活動として実施することで、普段の学校生活以外

で協調性や自立性を育む場となった。 

 ここ数年、放課後子ども教室と同類の事業となっているため、実施内容が単

調化している。 
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西北地区スポーツ推進委員研修会 

７月５日（水） 鰺ヶ沢町山村開発センター 



 



 

Ⅱ 西北教育事務所主管事業 

１ 西北地区生涯学習・社会教育主管課長及び公民館長等会議 

［事業目的及び概要］ 
西北管内の生涯学習・社会教育主管課長及び公民館長等に対し、県や教育事務所が

行う令和５年度の社会教育に関する事業等について共通理解を図り、その円滑な運営

に資すると共に、各市町の社会教育の活性化を図る。 

 

［事業内容及び結果］ 

○日時：令和５年４月 17日（月） 14：00～16：10 

○会場：五所川原市中央公民館 

○対象：生涯学習・社会教育主管課長、公民館長、図書館長及び社会教育担当者等 

○参加者数：11名 

○内容：講義「公民館の新しい取り組みについて」 

講師 生涯学習課 企画振興グループ 社会教育主事 今 知義 氏 

 

[成果と課題] 

優良公民館表彰を受けた県内の公民館の紹介や、これからの公民館に求められる取

組について情報提供され、公民館に期待される役割について確認することができた。 

次年度の講義内容は、社会教育関係教育委員会訪問や事業視察から、各市町の事業

にとって参考になるテーマを設定する必要がある。 

 

２ 西北地区社会教育担当者研修会 

［事業の目的及び概要］ 
生涯学習・社会教育関係職員が地域づくりのための手法を具体的にイメージできる

よう、より実践的に学ぶ機会を提供する。 

 

［事業内容及び結果］ 

○日時：令和５年５月 18日（木） 13：30～17：00 

○会場：五所川原市中央公民館 

○対象：管内教育委員会社会教育・社会体育担当者及び社会教育指導員 

      公民館・図書館及び体育館等社会教育・社会体育施設関係職員 

○参加者数：21名 

○内容：講演「飯詰から発信する地域活性化の取組について」 

講師 飯詰を元気にする会 代表 岡田 千秋 氏  

 

[成果と課題] 

毎週第３日曜日に、津軽鉄道飯詰駅の無人駅舎を活用し地域イベントに取り組んでい

る様子が紹介され、参加者にとって参考になった。 

参加者にとってより学びのある研修会となるように、アンケートの要望を基に、講師

との綿密な打合せを行う必要がある。 
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３ 放課後子ども総合プラン支援員等研修会 

［事業目的及び概要］ 
放課後対策事業等に関わる地域人財を対象に、学習・体験活動等の企画・実施方策、

安全管理方策等の資質向上を図るための研修会を開催する。 
 

［事業内容及び結果］ 

⑴ 前期研修 

○日時：令和５年６月２日（金）９：20～11：30 

○場所：柏ふるさと交流センター「ハーモニー未来館」 

○対象：放課後子ども教室教育活動サポーター、放課後児童指導員・支援員、 

放課後児童クラブ関係者、児童館関係者、放課後子ども総合プラン 

コーディネーター、市町放課後子ども総合プラン運営委員会委員、 

市町放課後子ども総合プラン事業担当者、土曜学習推進員等 

○参加者数：101名 

○内容：講義「子どもの捉え方や気持ちの理解と支援」 

         講師 青森明の星短期大学 子ども福祉未来学科 

            准教授 高橋 多恵子 氏 

 

⑵ 後期研修 

○日時：令和５年 10月５日（木）９：20～11：30 

○場所：柏ふるさと交流センター「ハーモニー未来館」 

○対象：前期研修会と同じ 

○参加：77名 

○内容：講義「運動で子どもたちを元気に！」 

講師 一般社団法人 BLUE ties Impression 

 代表理事 川戸 元貴 氏  

［成果と課題］ 

⑴ 前期研修 

支援する側の大人が、こどもたちの表面的

な言動から、その背景にあるものは何かとい

うことを、心を寄せて考えることの大切さに

ついて再確認する機会となった。また、こど

もの内面に寄り添うための具体的な方法につ

いて理解が得られた。参加者自身の振り返り

の場となり、よりよい関わり方へと改善されることが予想される。 

参加者にとって充実した研修会になるよう、事前アンケートのとり方や当日の講

義の進め方について工夫が必要である。 
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⑵ 後期研修 

狭い場所でもできる運動や遊びの紹介、運動の大切

さについて学ぶ機会となった。多様な動きの体験の必

要性について詳しく説明していただいたことで理解

が深まり、多様な動きを取り入れた遊びが実践されて

いくと思われる。 

運営に関する要望が出され、講師とより綿密な打合

せをしておく必要がある。 

 

４ 西北地区スポーツ推進委員研修会 

［事業目的及び概要］ 

健康の増進と体力の向上及び明るく楽しい活力ある生活を営もうとする住民の願い

に対応するために、地域における生涯スポーツ推進の核となるスポーツ推進委員及び

社会体育担当者の資質の向上を図る。 

 

［事業内容及び結果］ 

○日時：令和５年７月５日（水） 13：20～15：30 

○会場：鰺ヶ沢町山村開発センター 

○対象：管内スポーツ推進委員及び教育委員会社会体育担当者等 

○参加者数：35名 

○内容：講演・実技「チューブで簡単！筋トレストレッチ」 

講師 健康運動指導士・トレーニングアドバイザー 小泉 洋 氏 

 

［成果と課題］ 

エクササイズチューブを使った筋力トレー

ニングやストレッチを実施し、受講者は負荷の

かけ方を自分で調整することで、各自の体力に

合ったトレーニングを行うことができた。 

今後も、参加するスポーツ推進委員の全年代

に対応した実技研修会を計画し、実施していく

必要がある。 
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５ 社会教育関係教育委員会訪問 

[事業目的及び概要] 

前 

期 

・ 管内教育委員会における社会教育計画策定状況や職員体制と業務内容等

について把握する。 

・ 教育事務所と管内教育委員会における事業内容を共通理解し、今後の方向

性について協議する。 

後 

期 

・ 管内教育委員会における社会教育の進捗状況等を把握するとともに、課題

解決の方策を探る。 

・ 次年度から始まる予定の補助事業及び委託事業について情報提供をする。 

 

   [事業内容及び結果] 

 〇日時、会場、各市町参加者数 

訪問日 10:00～11:30 13:30～15:00 

前 

 

期 

５/23（火） つがる市（松の館）８名  

５/25（木） 中泊町（パルナス）７名  

５/29（月） 板柳町（あぷる）４名 鶴田町（町役場）５名 

５/30（火） 深浦町（町役場）６名 鰺ヶ沢町（町役場）４名 

６/13（火）  五所川原市（市役所）９名 

後 

 

期 

11/24（金） 中泊町（町役場）８名  

11/28（火） 鰺ヶ沢町（町役場）４名 深浦町（町役場）３名 

12/５（火） 鶴田町（町役場）４名  

12/12（火）  五所川原市（市役所）７名 

12/13（水） 板柳町（あぷる）４名  

12/15（金）  つがる市（松の館）４名 
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 〇内容 

前 

 

期 

⑴ 西北教育事務所からの説明 

 ア 今年度の方針・重点・特に推進すべき事項について 

 イ 社会教育関係事業及び情報提供について 

⑵ 市町教育委員会からの説明 

 ア 各市町社会教育行政の課題について 

 イ 今年度の方針・重点について 

 ウ 今年度実施予定の事業と改善点について 

⑶ 全体協議 

 ア 「特に推進すべき事項」等について 

 イ 特に話題にしたい事項等 

後 

 

期 

⑴ 西北教育事務所からの説明 

 ア 本県及び西北管内の社会教育の取組状況について 

 イ 補助事業、委託事業等について 

⑵ 市町教育委員会からの説明 

 ア 今年度実施事業の成果と課題について 

 イ 次年度実施予定の事業等について 

⑶ 全体協議 

 ア 「西北の課題」への取組状況等について 

 イ 特に話題にしたい事項等 

 

[成果と課題] 

 各市町の事業報告や今後の展望、抱えている悩みなどを聞くことで、進捗状況を把

握することができた。また、各市町の実施事業を情報提供し、未実施の市町の参考に

してもらった。 

 障がい者の生涯学習や部活動の地域移行など、各市町共通の課題に対して、具体的

な情報提供ができるように、国や県の最新の動向、先進的な取組を進めている市町村

に関する情報を収集しておく必要がある。 

-15-



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

働く人との対話集会（青森県教育支援プラットフォーム西北地区実行委員会） 

11月７日（火）鰺ヶ沢町立鰺ヶ沢中学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅲ 参考資料 
１ 委託事業 
社会教育を核とする地域ネットワーク活用促進事業 

キャリア教育の推進（青森県教育支援プラットフォーム西北地区実行委員会） 

⑴ 地区内のキャリア教育に資する活動 

○日時：令和５年 11月７日（火）13：30～15：20 

○場所：鰺ヶ沢町立鰺ヶ沢中学校 体育館他 

○内容：「働く人との対話集会」 

鰺ヶ沢中・稲垣中・大戸瀬中の２年生を対象として実施 

講師：14名（職種：農業、幼稚園、ホテル、自衛隊、料理、警察、消防、 

役場職員、スポーツ、テレビ、イラスト、動物、医療、教員） 

 

⑵ 地元企業と学校のネットワーク会議（兼学校と地域・企業をつなぐキャリア 

教育研修会） 

○日時：令和５年 11月７日（火）15：20～16：00 

○場所：鰺ヶ沢町立鰺ヶ沢中学校 美術室 

○内容：「学校と地域・企業をつなぐキャリア教育研修会」参加者による「働く 

人との対話集会」の成果等についての話合い 

ＮＰＯ法人ハーベスト代表理事 山﨑賢治氏による講評 

 

⑶ 「わが社は学校教育サポーター」への新規登録及び登録企業への周知 

〇訪問期間：令和５年７月～令和６年１月 

〇内容：学校と企業の連携が図られるよう、西北地域の学校や企業を訪問し、学 

校には登録企業の紹介、企業には新規登録の依頼を行った。 

 

⑷ 教育支援見本市 

○期間：令和６年１月 16日（火）から 26日（金）まで 

○場所：五所川原市役所 １階土間ホール 

○内容：協力企業の概要及び職場体験等の実施状況をまとめ、掲示した。 

        ※協力企業４社 青森ワッツ、（有）白神山美水館、聖心幼稚園、 

北畠清美（イラストレーター） 

 

２ 表彰 
⑴ 生涯スポーツ優良団体表彰（スポーツクラブ） 

板柳町陸上競技協会（板柳町） 

 

⑵ 令和５年度子ども読書活動優秀実践校・図書館・団体（個人）にかかる文部科学 

大臣表彰 

五所川原市立松島小学校 

 

⑶ 令和５年度優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰 

五所川原市立南小学校父母と教師の会
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３ 社会教育関連訪問 
⑴ 五所川原市 

ア 第１回「ハートネットを作ろう」実行委員会 

 〇期日：令和５年度４月２７日（木） 

 〇場所：五所川原市中央公民館 

 〇内容：令和５年度の事業計画案や予算案についての審議を行った。 

 

イ キッズフェスタ 2023in五所川原 

○期日：令和５年 10月１日（日） 

○場所：五所川原市民体育館、菊ヶ丘運動公園 

○内容：ＮＰＯ、幼稚園、保育園、こども園、 

行政、企業など様々な団体が連携して

実施した。多くの体験コーナーが設け

られ、当日は親子連れで賑わった。 

 

  ウ 五所川原文化祭 

   〇期間：令和５年 11月３日（金）・４日（土） 

   〇場所：五所川原市中央公民館 

   〇内容：絵画や写真などの展示会、コーラスや舞踏などの舞台発表が行われた。 

 

エ 五所川原市公民館まつり 

○期日：令和５年 11月 25日（土） 

○場所：五所川原市中央公民館 

○内容：五所川原市中央公民館で行われてい 

る様々な分野の教室「みんなの教室」

の作品展示や舞台発表会が行われた。 

 

オ ハートネットを作ろう！子育て学習会 

 〇期日：令和５年度 12月５日（火） 

 〇場所：五所川原市中央公民館 

 〇内容：テーマ『小学校での特別支援教育の現状と支援』 

講師 五所川原市教育委員会学校教育課 指導主事 神 大輔 氏 

 

カ ～楽しんじゃおう！クリスマス！～第 23回子どもフェスティバル 

○期日：令和５年 12月 17日（日）※前日 16日（土）段ボール迷路作り 

○場所：五所川原市中央公民館 

○内容：全館を使用して様々な催し物が行われ、多くの 

親子連れで賑わった。
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⑵ つがる市 

ア つがる市地域学校協働活動 本部会議 

○日時：令和５年４月 11日（火）14：20～ 

○場所：つがる市生涯学習交流センター「松の館」 

〇内容：教育委員会事務局から、地域学校協働活動や活動を進める際の手続き等 

について説明がされた。また、各校におけるこれまでの取組が紹介され、

情報共有が図られた。 

 

イ つがる市地域学校協働活動 研修会 

〇日時：令和５年９月 20日（水）14：30～ 

〇場所：つがる市生涯学習交流センター「松の館」 

〇内容：講義「コーディネーターと学校教職員によるキャリア教育に関する具 

体的支援の共有について」 

    講師 全国体験活動ボランティア活動総合推進センター 

       コーディネーター 興梠 寛 氏 

 

  ウ つがる市総合文化祭 

   〇期間：令和５年 10月 28日（土）・29日（日） 

   〇場所：つがる市生涯学習交流センター「松の館」 

木造体育センター 

   〇内容：華道や手工芸の展示会、日舞や吹奏楽の 

舞台発表が行われた。 

 

  エ つがる市読書まつり 

   〇日時：令和５年 10月 29日（日）10:00～12:00 

   〇場所：つがる市立図書館 

   〇内容：「つがーるちゃん」といっしょのおはなし会 

       やお楽しみ絵本の貸出などが行われた。 

 

オ つながる！つがる笑顔まつり（つがる市家庭教育支援チーム主催） 

○日時：令和５年 11月 23日（木）10：00～16：00 

○場所：つがる市生涯学習交流センター「松の館」 

〇内容：クラフトの出展、体験コーナー、ステージ発 

表など、参加団体が毎年増え、イベントを通 

して参加者同士の仲間づくりが広がっている。 

 

カ つがる市地域学校協働活動 情報交換会 

〇日時：令和６年１月 17日（水）13：30～ 

〇場所：つがる市生涯学習交流センター「松の館」 

〇内容：講話「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的運用の意義 

とあり方」 

講師 弘前大学教育学部付属次世代ウェルビーイング研究センター 

特任教授 七戸 完三郎 氏 

講話「私のコーディネート」 

講師 五所川原市立栄小学校 

地域学校協働活動推進員 葛西 彩子 氏
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⑶ 鰺ヶ沢町 

ア 鰺ヶ沢町ＣＳ第 1回タウンミーティング 

○日時：令和５年７月１日（土）10：00～ 

○場所：鰺ヶ沢町山村開発センター 

○内容：「地域と学校の関りを深いものにするにはど 

うしたらよいか」をテーマに、３つの分科会 

に分かれて話合いを行った。 

 Ａグループ 学校と地域がいっしょにやれることはどんなことか 

 Ｂグループ 地域の力をどう子供たちの教育に生かすか 

 Ｃグループ 学校が地域に貢献できることは何か 

 

イ 鰺ヶ沢町ＣＳ第２回タウンミーティング 

○日時：令和５年 10月 30日（月）14:15～16:15 

○場所：鰺ヶ沢町立鰺ヶ沢中学校 

○内容：西北五合同学校保健研究大会鰺ヶ沢町大会を、第２回タウンミーティン 

グとして行った。 

事例発表 ・鰺ヶ沢町小中学校連携推進協議会生徒指導部の取り組み 

     ・鰺ヶ沢町ほけん福祉課「親子プロジェクト」の取り組み 

テーマ「学校と家庭、地域が連携した児童生徒の健康づくり」 

講師 青森県立保健大学 教授 古川 照美 氏 

 

  ウ 鰺ヶ沢町文化祭 

   〇期間：令和５年 11月３日（金）・４日（土） 

   〇場所：鰺ヶ沢町公民館、鰺ヶ沢町山村開発センター 

   〇内容：小中学生の作品や写真クラブの展示会、 

婦人会の踊りなどによる芸能発表会が行 

われた。 

 

エ 鰺ヶ沢町大雨災害をふり返る「資料レスキューと災害史」 

○日時：令和５年 12月 10日（日）13:30～16:20 

○場所：鰺ヶ沢町舞戸公民館 

○内容：令和４年の水害による文化財の被害状況の報告がされた。また、浸水に 

より傷んだ歴史資料を乾燥・クリーニング・カビ除去する修復活動（資

料レスキュー）の様子について紹介された。 

 

オ 鰺ヶ沢町コミュニティ・スクール第２回学校運営協議会 

○日時：令和５年 12月 25日（月）10:00～ 

○場所：鰺ヶ沢町役場 

○内容：学校運営の進捗状況について、町内の小中学校長から報告がされた。 

 

カ 鰺ヶ沢町コミュニティ・スクール第３回学校運営協議会 

○日時：令和６年２月 27日（火）13:30～ 

○場所：鰺ヶ沢町役場 

○内容：令和６年度学校運営方針について、教育課程届出書等を使って、町内の 

小中学校長から説明がされ、学校運営協議会委員によって承認された。
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⑷ 深浦町 
ア 深浦町公民館サークル活動訪問（木目込み人形教室） 
○日時：令和５年７月 12日（水）11:00～ 
○場所：深浦町公民館 
○内容：講師 上野 志津子 氏 

６月～10月の毎月第２水曜日に開催され、初級・ 
上級を問わず指導をしている。 

 
イ 軽スポーツフェスティバル 
○日時：令和５年 10月９日（月）９：00～12：00 
○場所：深浦町民体育館 
○内容：お年寄りから親子まで多数の方が参加し、前半 
    は体力運動能力調査を行い、後半は軽スポー 

ツ（シャフルボード・モルック）を楽しんだ。 
 
ウ 西北地域婦人団体研修大会 
○日時：令和５年 10月 18日（水）10:00～ 
○場所：深浦町民体育館、深浦町広戸サッカー場 
○内容：親睦グランドゴルフ大会 

 
エ 深浦町文化祭 
○期間：令和５年 11月４日（土）・５日（日） 
○場所：深浦公民館、大戸瀬分館、岩崎分館 
○内容：町内３会場で、小学生、保育園児、町民の 

作品が多数展示された。 
 

オ 深浦町公民館サークル活動訪問（ヨガ・うどん教室） 
○日時：令和５年 11月 26日（日）10:00～ 
○場所：深浦町公民館 
○内容：【ヨガ教室】講師 西﨑 陽夏 氏 

        疲れやストレスを解消し、体のバラン 
スを整えるヨガの体験 

【うどん教室】講師 浪岡 敏勇 氏 
本場の「手打ちうどんづくり」の体験 

 
カ 西北地区スポーツ推進委員連絡協議会研修会 
○日時：令和５年 12月８日（金）14:00～15:30 
○場所：深浦町民体育館 
○内容：実技「ふらば～るバレーボール」 
    講師 深浦町体育協会 バレーボール部 大屋 礼子 氏 

 
キ 生涯学習フォーラム 
○日時：令和５年 12月 23日（土）９：50～12：00 
○場所：深浦町役場 町民文化ホール 
○内容：第１部【サイエンスショー】 

第２部【ワークショップ：アニメごま（ゾートロープ）作り】 
講師 青森県立三沢航空科学館職員２名
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⑸ 板柳町 

ア 板柳町キャリア教育事業(中学生１回目 対象：中学１年生) 

○日時：令和５年７月７日（金）13:35～15:25 

○場所：板柳町立板柳中学校 

○内容：第１部では、板柳中学校卒業の４名の高校 

生（２年）から、「将来について考えるこ 

と」について講演をしてもらった。第２部 

では、講演の内容や高校生活について、よ 

り詳しく話を聞いたり質問したりした。 
 

イ 板柳町キャリア教育事業(小学生１回目 対象：町内小学６年生) 

○日時 令和５年７月 19日（水）13:30～15:30 

○場所 板柳町多目的ホール「あぷる」 

○内容 講義「キャリア教育って何？」 

講師 板柳南小学校 教頭 遠田 隆志 氏 

 

ウ 板柳町キャリア教育事業(小学生２回目 対象：町内小学６年生) 

○日時 令和５年９月４日（月）13:30～15:30 

○場所 板柳町多目的ホール「あぷる」 

○内容 第１部では、ワークショップ形式で６名の 

講師の方から仕事に対する思いを聞くこと 

ができた。第２部では、講師から仕事への 

やりがいや苦労などについて、話を聞くこ 

とができた。 

 

エ 板柳町キャリア教育事業(中学生２回目 対象：中学１年生) 

○日時：令和５年９月 15日（金）13:35～15:25 

○場所：板柳町立板柳中学校 

○内容：第１部では、板柳町で働いている３名の社会人の方に「なりたい職業ま 

での道のり、そしてこれから」のことについて講演をしてもらった。第

２部では、講師から働くことへの意義などについて、話を聞くことがで

きた。 

 

オ りんごの里板柳 まるかじりウオーク 2023 

○期日：令和５年 10月８日（日） 

○場所：板柳町ふるさとセンター～板柳町町内 

○内容：県内外から 833人の参加者が訪れ、23㎞・13㎞ 

７kmの３つのコースをウォーキングした。 

 

カ 町民芸能発表会 

○日時：令和５年 11月 19日（日）11:00～16:00 

○場所：板柳町多目的ホール「あぷる」 

○内容：合唱、琴、ダンス、伝統芸能、舞踊などの舞台発表が行われた。 
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⑹ 鶴田町 

ア 町民ふれあいスポーツフェスティバル 

○日時：令和５年６月 25日（日）13:30～ 

○場所：鶴田中学校グラウンド 

○内容：町内会だけでなく各種スポーツ団体など全 

16チーム、総勢 500人の参加があった。農 

産物などがもらえる競技があり、こどもか 

らお年寄りまで盛り上がっていた。 

 

イ 鶴田町読み聞かせフェア 

○日時：令和５年 10月 21日（土）９：30～11:30 

○場所：鶴田町国際交流会館 

○内容：幼児、小学生、大人を合わせて 193人の参 

加があった。「グループかぜ」による読み 

聞かせ、楽器演奏、歌など、演出が工夫さ 

れ、最後まで楽しむことができる内容だっ 

た。 

 

ウ 鶴田町学校運営協議会研修会 

○日時：令和５年 10月 24日（火）14:20～16:30 

○場所：鶴田町国際交流会館 

○内容：講師の CSマイスター髙野氏から、「地域と 

ともにある学校づくり」と題して講演が行 

われた。また「鶴田の未来を担うこどもた 

ちのためにできること」をテーマにした熟 

議を、４グループに分かれ体験した。 

 

エ 子どもの祭典 

○日時：令和５年 11月３日（金）13:30～ 

○場所：鶴田町公民館、体育センター 

○内容：120名のこどもたちが参加し、４年ぶりに 

    盛大に行われた。中学生が遊びを紹介した 

り、小学生に遊び方を教えたりする中で、 

リーダーとして活躍していた。 

 

オ 町民文化祭 

○期間：令和５年 11月 18日（土）・19（日） 

○場所：鶴田町公民館、体育センター、鶴遊館 

○内容：文化協会による芸能発表、鶴凧や書道など 

の展示、フリーマーケットによる衣類販売 

などが行われた。 
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⑺ 中泊町 

ア なかどまり町民文化祭（小泊会場） 

○期間：令和５年 10月 14日（土）・15日（日） 

○場所：こどまり学園 

○内容：１日目にこどまり学園の学園祭を行い、 

２日目に町内文化活動団体の舞台発表 

が行われた。学園祭では、こどもたち 

の下前権現太刀振りや権現太鼓の発表 

を見るために、保護者だけでなく地元 

住民も多数訪れていた。 

  

イ なかどまり町民文化祭（中里会場） 

○期間：令和５年 10月 28日（土）・29日（日） 

○場所：中泊町総合文化センター「パルナス」 

○内容：多目的ホールでは、中里中学校の吹奏 

楽部の演奏や地元こども園の遊戯発表 

が行われ、会場を埋め尽くす人たちで 

盛り上がっていた。また、無料開放さ 

れた博物館では、宮越家の貴重な展示 

品を見ることができた。 

 

⑻ その他 

  地元の縄文再発見フェア inせいほく 

   〇期間：令和５年 11月 11日（土）・12日（日） 

   〇場所：五所川原市中央公民館 

   〇内容：２日間で 413名が会場を訪れた。西北地域の出土品等を展示、様々な体 

験コーナーが設けられ、講演会、事例報告、シンポジウムが行われた。 
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なかどまり町民文化祭（小泊会場） 

10月 14日（土）・15日（日） こどまり学園 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅳ 各市町教育委員会の特色ある取組 

 五所川原市教育委員会  
 
１ 事業名 令和５年度 子どもフェスティバル 

「～楽しんじゃおう！クリスマス！～第 23回子どもフェスティバル」 
 
２ 事業の趣旨 

こどもたちの活動機会や親同士の交流が減少傾向にあるため、親子が楽しく遊べるイベ
ントを開催し、こども同士だけでなく親同士、さらには多世代交流し、地域とのつながり
を深める。 

 

３ 期日 令和５年 12月 17日（日） 

     ※前日の 16日（土）は、段ボール迷路の製作及び迷路体験のみ開催 
 
４ 場所 五所川原市中央公民館 
 
５ 参加対象 市内の小学校に通う小学生とその家族 
 
６ 内容 
≪参加人数≫ 
前日 参加家族３組、参加人数８人（小学生３人、未就学児等２人、保護者３人） 
当日 参加家族46組、参加人数 144人（小学生 56人、未就学児等 22人、保護者 66人） 
 

五所川原市中央公民館全館を使用し、親子で自由に回って体験し、一日中過ごせるイベ

ントを実施した。 

実施場所 各 コ ー ナ ー 

１階 段ボール迷路、軽スポーツ体験、いろんな遊び１階、茶道体験、囲碁体験 
・「軽スポーツ体験、いろんな遊び１階、段ボール迷路」は、回数制限なく何度も楽しめ

るものとした。 

・「茶道体験」は、実施回数と開始時刻、１回あたりの家族数を決めて行った。 

２階 おはなし会、クリスマスリース作り、クリスマス絵本貸出、いろんな遊び２階 
・「おはなし会」は、ごしょがわらこども読書活動推進実行委員会に協力を依頼し、「第

２回読み聞かせフェア 2023」として３団体が参加し、午前３回、午後１回開催した。 

・「クリスマスリース作り」は、紙だけで簡単に作れるものとした。さらに、短時間で完

成するよう、リースに貼るだけの折り紙で作った飾りを用意した。 

・「クリスマス絵本貸出」は、クリスマスの絵本に限らず、たくさんの本を準備した。 

・「いろんな遊び２階」では、たくさんのカードゲームから好きなものを選び、家族や友

達同士で楽しめるものとした。また、知恵の輪など気軽に挑戦できるものも用意した。 

３階 模擬店（豚汁、さつまスティックの販売） 
・おにぎりを持ってきてもらうことで昼食となるようにした。 

できるだけ多くのコーナーを回ってもらうようスタンプラリー形式とし、各コーナーを
体験後、スタンプを押すこととした。また、帰る際にはスタンプラリー用紙を受付で確認
し、キャンディーのプレゼントを渡した。 
前日の１６日（土）は、巨大な迷路を段ボールで作る体験をしてもらうため、段ボール

迷路の製作体験を実施した。 
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７ 成果と課題、今後の方向性 

 今回の子どもフェスティバルでは、すべてのコーナーでこどもたちが体験できる内容と
して実施した。 

 
茶道体験では、普段の生活ではなかなか触る

ことのない茶せんを全員に渡して一人ひとり
に抹茶を点ててもらい、それを味わってもらっ
た。協力団体である遠州流茶道五所川原東支部
の方からは、このようなやり方は初めてという
ことだったが、こどもたちのために茶せんで抹
茶を点てるという体験を組み入れて実施する
ことに賛同し快く協力してくださった。 
参加者からは、「なかなか体験できない茶道

を体験できてよかった」との感想があった。 
 
 囲碁の体験では、こどもによって興味の度合
いが違うため、囲碁についての説明のほか、囲

碁のアニメの紹介、囲碁に触れる、囲碁の対戦
を体験してみるなど様々な体験の仕方を用意し
てくださった。 
参加者から、「興味のあった囲碁を体験できて

良かったので、引き続き教えてもらうため囲碁
サークルに行ってみる」との感想があった。 

 
 「クリスマスリース作り」では、製作体験を
待つ行列を想定し、順番待ちの番号札を用意し

ておいたが、使うことなく終了した。紙だけで
クリスマスリースを作ったが、参加者の中には
紙ではなく本来のリースを期待していた人がい
た。次回工作コーナーを実施する場合は製作す
るものとその材料について検討したい。 

 
 「おはなし会」は開催時間をスタンプラリー
用紙に記載し、周知を図った上で実施した。し
かし、開始時刻間際になってもこどもたちが集
まらない時があり、全館に放送しておはなし会
の開催を告げた。おはなし会は話の内容に引き
込まれたり、楽しくて笑いながら聞いたりと大

変好評であった。 
 
 「クリスマス絵本貸出」はたくさんの本を準
備していただいたので、興味のある本をその場
でじっくり読んでいるこどもたちがいた。 
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 「いろんな遊び２階」ではボランティアの協
力者が自身のカードゲームを持ってきて参加
者に楽しんでもらった。何種類ものカードがあ
り、時間が足りない位であった。参加家族から
は「同じものを買って家族で楽しみたい」とと
ても喜んでいた。 

 
 「豚汁」、「さつまスティック」の販売では、完売はしなかったものの美味しくいただく
ことができた。飲食スペースが不足することがなく、参加者はゆっくり食事することがで
きた。 

 
開催前日の段ボール迷路の製作体験に親子の参加者を募ったところ、３家族８人の参加

があった。製作中は静かに集中して取り組んでいたが、完成後に段ボール迷路を体験する
と、時間ギリギリまで何度も段ボール迷路に挑戦していた。 
準備段階では、段ボールを集めるため病院やドラッグストアに協力をお願いして回った。

迷路に適した大きさの段ボールを集めるのは時間がかかった。10月ごろから集め始め、結

果的には十分すぎるくらいの段ボールを集めることができた。迷路の製作には半日かかっ
たが、次回作ることがあるなら、迷路の形そのものを変えるなどし、もっと効率的に作る
方法を見出したい。 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

段ボール迷路製作                段ボール迷路完成 

 
今回の子どもフェスティバルはコロナ禍のため４年ぶりの開催となった。今年度初めて、

４月に開催していたものを 12 月のクリスマスに合わせて開催したが、クリスマスツリー
や電飾、クリスマスソングの BGMを流すなど、クリスマスの雰囲気を楽しめるイベントと
なった。 

 

 80組限定として募集し、市内すべての小学生にチラシを配布したが、定員には満たなか
った。しかし、当日はあまり混雑することがなかったので、参加者から、「行きたいコーナ
ーを待たずに回ることができたのでよかった」との感想があった。次回は参加定員を設け
るかどうか検討したい。また、保護者からは「冬季はこどもたちが走り回れるイベントが
少ないため、こどもが元気に走り回れてよかった」など、満足できたという感想が多かっ
た。当日参加したこどもたちの楽しそうな笑顔や協力者の充実した様子から、関係者も含
め、楽しく時間を過ごせたのではないかと思う。協力団体の参加者は高齢の方が多かった
ため、開催趣旨でもある、参加家族と世代を超えて交流ができ、地域とのつながりをもて
たのではないかと思う。 
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【当日の様子】 

 
 
 
 
 
 
 
 

玄関ロビー・受付               いろんな遊び１階 

 
 
 

 
 
 
 

 
  

手前が軽スポーツ、奥が段ボール迷路 

 
 
 
 
 
 

正面玄関 

 
 
 
 
 
 

囲碁体験                茶道体験 
 
 

昼食・休憩コーナー 

 

 
 
 
 
 
 

いろんな遊び２階           クリスマス絵本貸出 
 

豚汁・さつまスティック販売               配布チラシ 
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スタンプラリー用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場案内図 
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 つがる市教育委員会  
 
１ 事業名 つがる市スポーツタウン活性化協議会 

「つがる市スポーツフェスティバル」 
 
２ 事業の趣旨 

つがる市スポーツタウン活性化協議会は、市民の健康づくり・体力づくりを推進
するとともに、つがる市総合体育館を含むスポーツ資源を活用し、自主的な民意提
言による民間活力の参画と、それを補う効率的な行政支援をもって、「地域経済力の
活性化」と、それを背景とする「活力あるまちづくり」の推進に取り組むことを目
的とする。 

 

３ 期間 令和５年 10月 14日（土）・15日（日） 
 
４ 場所 伊藤鉱業アリーナつがる 
 
５ 参加対象 全市民 
 
６ 内容 

 14日（土） 15日（日） 

体験する 
・まちなか健康ウォーク in 
木造 

・軽スポーツ体験 

・フィットネス体験 

・健康チェック 

 

・軽スポーツ体験 

・フィットネス体験 

・あそビバ！ 

・キッズチャレンジ（バスケ・ 

バレー・サッカー・野球） 

・交通安全体験コーナー 

・サポカー体験会 

・セニアカー体験 

観 る 

 

・つがる市長杯 
ミニバスケットボール大会 

 

・あおもり SOMPOパーク 

企業ブース 

・りんご娘ミニライブ 

・３×３バスケットボール大会 

inつがる 

・体験ブーススタンプラリー 

食べる キッチンカー、屋台 18店 

 

７ 成果と課題、今後の方向性 
初めての試みとなった「つがるスポーツフェスティバル」は、他の秋の行事と重

なり、参加者人数の確保に苦慮した。内容については、盛り沢山で大変賑わった。
次年度も官・民・学が一体となり「活力あるまちづくり」の推進に取り組み、スポ
ーツを楽しめるフェスティバルを企画したい。 
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☆当日の様子 
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チラシ 裏面 

チラシ 表面 
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 鰺ヶ沢町教育委員会  
 
１ 事業名 キッズ育成事業・日本遺産「北前船寄港地」利活用事業 

「あじがさわ・のへじキッズ歴史探検ツアー」 
 
２ 事業の趣旨 

日本遺産「北前船寄港地」３港連携事業の一環として、鰺ヶ沢町・野辺地に住む
児童を対象とした相互見学会を開催し、お互いの町の歴史や特徴について学び、各
町の日本遺産や歴史に関する知識の習得や、ふるさとの魅力に気づいてもらうこと
を目的とする。 

 
３ 期日 ① 野辺地探検編 令和５年７月 23日（日） 

② 鰺ヶ沢探検編 令和５年７月 29日（土） 
 
４ 場所 ① 野辺地町内 
     ② 鰺ヶ沢町内 
 
５ 参加対象 鰺ヶ沢町、野辺地町に住む小学校３年生から６年生の児童 
 
６ 内容 ① 野辺地町の歴史を探検 

・ 西光寺のシダレザクラ見学 
・ 愛宕公園の石畳、花鳥号見学 
・ 野辺地八幡宮見学 
・ 常夜燈公園のみちのく丸見学 

② 鰺ヶ沢町の歴史を探検 
・ 町奉行所跡見学 
・ 白八幡宮境内見学 
・ 天童山公園見学 
・ のへじふるさとかるたの交流体験 
・ 来生寺の見学 

 

７ 成果と課題、今後の方向性 
本事業に参加した両町のこどもたちの大半は、保護者が同伴しない遠征が初めて

であり、参加にあたって多少の不安を抱えていたようだ。しかし、町の歴史、北前
船文化を学ぶという同じ目的をもって行動、体験していく中で、仲間と交流を深め、
共に学ぶ姿勢に変化していった。これは、こどもたち自らが主体的に考え、協調性
をもって行動したという成果である。こどもたちが自分の目で見て、感じて、考え

て行動することにより、「たくさんの友達ができた」「また参加し歴史文化を学びた
い」といった感想を述べており、喜びと楽しさ、向上心と郷土愛が養われた実りあ
る事業となった。 
一方、現地への移動に時間を要することから、学習時間が制限されてしまうため、

参加者には事前にワークショップやビデオ会議による勉強会を実施するなど、工夫
や改善が必要である。 
今後も、日本遺産「北前船寄港地」３港連携を軸に、野辺地町、深浦町との連携

を強化した事業展開を図り、こどもたちの育成を推進する。 

-32-



 

☆鰺ヶ沢・野辺地歴史探検ツアー 児童感想 

 
【野辺地編】 
・ 神社のお参りの仕方がわかった。 
・ 八幡宮の中に入れて嬉しかった。 
・ 北前船のことを知れた。桜も運んできたのはびっくりした。 
・ 愛宕公園の知らないことを知ることができて楽しかった。 
・ 常夜燈が運ばれてきたことにびっくりした。 
・ いろんなところを見ることができて楽しい一日だった。 
・ 鰺ヶ沢にも早く行ってみたい。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
【鰺ヶ沢編】 

・ 本や説明だけではわからないこともあったけど、自分で行って見てみるとわか
ることがいっぱいあった。今度は鰺ヶ沢のお祭りを見に来たい。 

・ 昔の船絵馬や神社を見ることができて嬉しかった。また鰺ヶ沢に来たいので、
早く見学会をやってほしい。深浦町にも行ってみたい。 

・ お寺の人の話が面白かった。古い建物でカッコよかった。 
・ 鰺ヶ沢にも金毘羅宮があって驚いた。野辺地とつながりがあることがわかって 
もっと知りたいと思った。 

・ 鰺ヶ沢町の友達ができてよかった。また友達と遊びたい。 
・ 鯨餅をもらえて嬉しかった。 
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 深浦町教育委員会  
 

１ 事業名 令和５年度生涯学習フォーラム 

 

２ 事業の趣旨 

三沢航空科学館から講師を招き、日頃体験できないサイエンスショー（科学実験）

を実施することで、科学する心（考える力）を育む貴重な経験を提供する。 

実施時期を小・中学生の冬休みに開催することで、若年層の参加者を増やすとと

もに、親子のふれあいや参加者間の交流を図る。 

 

３ 期日 令和５年 12月 23日（土） 

 

４ 場所 深浦町役場 １階 町民文化ホール 

 

５ 参加対象 深浦町民 

 

６ 内容 

 講師 青森県立三沢航空科学館職員 

 【第１部】 サイエンスショー「静電気」 

静電気の仕組みについて、パワーポイントのスライドや実験器具を使った公開

実験による説明が行われた。直接体験できる場面を多く交えたことで、興味・関

心をもって参加することができた。 

【第２部】 ワークショップ（工作）「アニメごま（ゾートロープ）づくり」  

   型紙を切って、ＣＤの周りを囲むように貼りつける作業では、親子で協力しな

がら取り組む様子が見られた。作業が早く終わった子は、自分で考えた絵を描き、

オリジナルのアニメごまを作った。最後は、実際にこまを回しながら絵が動く様

子を見て、その仕組みを楽しむことができた。 

 

７ 成果と課題、今後の方向性 

・ 期待していたこどもや親子連れの参加者が多かった。 

・ 普段体験できない内容のため、もっと多くの人に体験してもらいたかった。も

う少し参加者が集まるように、住民のニーズを捉え、周知方法や参加しやすい工

夫を考えたい。（二次元コードを利用した参加受付等） 

・ 冬季は天候が悪い場合が多く、参加者を多く募るには適さないことから、秋 

から冬の初めごろの開催を定着させたい。 

・ インフルエンザによる欠席者が 10名あり、若年層を対象とした冬の開催は 

難しいと感じた。 
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 生涯学習フォーラムの様子  
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 板柳町教育委員会  
 
１ 事業名 キャリア教育 
 
２ 事業の趣旨 
⑴ 地域住民との交流や体験活動の機会を充実させることで、子どもたちが地域の一 
員としての自覚をもち、板柳町を愛する心情を育てる。 

⑵ 様々な夢や目標をもって働いている人たちとの出会いやふれあいを通して、職業 
に対する関心を高め、将来の自分の生き方を前向きに考える心を育む。 

⑶ 学校が計画するキャリア教育を支援し、効果的な教育活動が展開できるように連 
携を図る。 

 
３ 期日 令和５年７月７日（金）中学校１年生対象 １回目 

 令和５年７月19日（水）小学校６年生対象 １回目 
     令和５年９月４日（月）小学校６年生対象 ２回目 

 令和５年９月15日（金）中学校１年生対象 ２回目  

 
４ 場所 板柳町多目的ホール「あぷる」及び板柳中学校 
 
５ 参加対象 管内小学６年生及び中学１年生 
 
６ 内容 
⑴ 中学校１年生対象 １回目 72名参加 

内容  板柳中学校を卒業した高校２年生４名に「将来について考えていること」
をテーマに講演してもらった。 

⑵ 中学校１年生対象 ２回目 67名参加 
内容  板柳町で働いている３名（いたや毛豆研究会、役場職員、イラストレータ

ー・グラフィックデザイナー）に「なりたい職業までの道のり、そしてそれ
から」をテーマに、夢を諦めないことや自分らしく生きることが大事である
ことを学んだ。 

⑶ 小学校６年生対象 １回目 84名参加 
内容  板柳南小学校遠田隆志教頭に「なぜ学校で勉強しなければいけないの？」

「学校の勉強は将来の自分に役に立つの？」をテーマにキャリア教育の基礎
を学んだ。 

⑷ 小学校６年生対象 ２回目 76名参加 
内容  職業ワークショップと題し、６つ（看護師、保育士、りんご農家、自衛官、

イベントプランナー、イラストレーター・グラフィックデザイナー）のブー

スのうち３つを回り、「働くって楽しい」ということを学んだ。 
 
７ 成果と課題、今後の方向性 

この事業は、様々な夢や目標をもって働いている人たちとの出会いやふれあいを通
して職業に対する関心を高め、将来の自分の生き方を前向きに考える心を育むことや、
地域住民との交流を充実させることで子どもたちが地域の一員として自覚をもち板柳
町を愛する心を育てることを目的とし展開した。学校が計画するキャリア教育を町が
支援し、小・中学校の取組が連続性をもち効果的な教育活動ができるように、地域と
学校と町がこれからも連携しながら展開していけるようにしたい。 
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☆キャリア教育事業の様子 

【中学校１年生対象 １回目】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【中学校１年生対象 ２回目】 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

【小学校６年生対象 １回目】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【小学校６年生対象 ２回目】 
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１ 事業名 子ども会育成連合会「防災バーベキュー」 

 

２ 事業の趣旨 

まち歩きをすることで、自身が暮らす町への関心を高めるとともに、災害時に危険

性が高まる場所の確認をする。 

また、日常で使用する頻度が減ったマッチや缶切りを実際に手にすることで、被災

時に必要とされるスキルを体得する。 

 

３ 期日 令和５年 10月 29日（日） 

 

４ 場所 多目的ホール「あぷる」、ふるさとセンター 

 

５ 参加対象 管内小学校１年生～中学校３年生及び保護者（６名参加） 

 

６ 内容 

・ ハザードマップの確認 

・ 危険個所を確認しながらの町内ウォーキング 

・ マッチを使った火起こし体験 

・ 紙の食器づくり体験 

・ 缶切り体験 

・ アルファ化米の調理練習 

・ 避難所でコミュニケーションを育むモルック体験 

 

７ 成果と課題、今後の方向性 

ウォーキングによるまち歩きを兼ね

た防災教育は初めての取組であった

が、子どもたちが実際に見たり触れた

りすることを通して、楽しみながら学

ぶ機会を提供することができたと思わ

れる。 

より効果的に実施するため、ウォー

キングコースの選定や危険個所の発見

を子どもたち主体で計画させ、実施後

に「子ども防災マップ」として学んだこ

とをまとめるワークショップの時間を

設けることで、子どもたちのふりかえ

りを具体的なものにし、次年度以降も

子どもたちの目線で成果を引き継いで

いくことを可能にしたい。 
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☆子ども会育成連合会「防災バーベキュー」の様子 
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 鶴田町教育委員会  
 
１ 事業名 鶴田町学校運営協議会研修会 
 
２ 事業の趣旨 

地域とともにある学校づくり推進のために、知識と情報が豊富であり、実践に携
わった実績を有する方を招き研修を実施し、コミュニティ・スクール機能の充実を
図る。 

 

３ 期日 令和５年 10月 24日（火） 
 
４ 場所 鶴田町国際交流会館ホール 

 
５ 参加対象 鶴田町学校運営協議会委員、館内小中学校教員、教育委員会職員 
 
６ 内容 
  文部科学省 ＣＳマイスター派遣事業（プッシュ型派遣）を活用 
⑴ 日程 
14:00～14:20 受付 

14:20～14:30 開会行事 
14:30～16:00 講演、演習（熟議） 
16:00～16:30 まとめ（アンケート）、閉会行事 

 

⑵ 講演 演題 「地域とともにある学校づくり」 

   講師 ＣＳマイスター 髙野 睦 氏 
             （秋田県由利本荘市立本荘東中学校 教諭、 
              秋田県由利本荘市立西目中学校 前校長） 
 

⑶ 演習 テーマ 「熟議の意義とそのイメージ 
             ～体験してみよう！模擬熟議～」 
   講師 ＣＳマイスター 髙野 睦 氏 

 

７ 成果と課題、今後の方向性 
当町の学校運営協議会は、学校と地域が相互の連携・協働のもとに学校づくりと

地域づくりを進め、一体となってこどもたちの成長を支えていくため、令和５年８
月に整備した。その機能を充実させるためＣＳマイスター派遣事業に応募したとこ
ろ派遣対象となり、標記研修会を実施することができた。 

成果としては、参加者が学校運営に関する理解を深め、意識を高めたことや、運
営協議会メンバー間や関係者との円滑なコミュニケーションが促進され、共通の目
標や価値観を共有し協力関係を築くことができた。 
課題としては、研修で得たアイデアや提案を実際の学校運営にどう取り入れるか、

実践への移行がある。今後も、継続的な取り組みやフォローアップが必要であるこ
とから、継続的に研修の機会を設けることで、委員のコミュニティ・スクールに対
する理解を深め、協議会を充実させていくことが必要である。 
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鶴田町学校運営協議会研修会 R5/10/24  【アンケート結果】 回答数 23 
 

１ あなたの所属、職種について、当てはまるものに○をつけてください。 
⑴ 学校の教職員 ５人（26％） 
⑵ 学校の管理職 ３人（13％） 
⑶ 教育委員会の事務局職員 ３人（13％） 
⑷ 地域住民・一般の方々 ４人（17％） 
⑸ その他 ６人（26％） 
⑹ 無回答 ２人（９％） 
 

２ 本日の研修会に参加する前の状況で、もっとも近いものを 1つ選んで○をつけてくださ
い。 

質  問 
大いに 

理解していた 

おおむね 

理解していた 

あまり理解 

していなかった 

理解して 

いなかった 

コミュニティ・スクールの仕組みや意
義・メリットについてどの程度理解して
いましたか。 

６ 
(26%) 

９ 
(39%) 

７ 
(31%) 

１ 
(4%) 

 

３ 本日の研修会に参加して、もっとも近いものを１つずつ選んで○をつけてください。 

質  問 
大いに 

理解していた 

おおむね 

理解していた 

あまり理解 

していなかった 

理解して 

いなかった 

① コミュニティ・スクールの「必要性」
について理解が深まりましたか。 

13 
(57%) 

９ 
(39%) 

１ 
(４%) ０ 

質  問 
大いに 

そう思う 
おおむね 

そう思う 
あまり 

思わない 思わない 

② 今後、コミュニティ・スクールの機
能を生かした取組をさらに推進してい
こうと思いますか。 

14 
(61%) 

８ 
(35%) 

１ 
(４%) ０ 

 

４ コミュニティ・スクールに関わる取組を進めるに当たって課題となっていることについ
て当てはまるものを選んで○をつけてください。（いくつでもかまいません） 

① 教職員、地域、保護者にあまり知られていない。 17 

② 地域と学校の協議が不十分である。 10 

③ 委員やボランティア人材の確保ができない。 12 

④ 活動費や委員報酬の支払いなど財政的な懸念がある。 ３ 

⑤ 教職員の勤務負担が増加する。 ４ 

⑥ 教職員の任用について意見を言うこと（言われること）に懸念がある。 ２ 

⑦ 地域とのトラブルや守秘義務等に懸念がある。 ３ 

⑧ その他（                      ） ０ 
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５ 今回の講演に関する御感想、御提案などがありましたら御記入ください。 

Ａ  本協議会について殆ど理解していませんでしたが、講演を聞かせて頂き、骨格が見えて

きました。自己の学びをさらに深め鶴田町の子供達に少しでもプラスになっていければと

思いました。 

Ｂ  学校運営協議会については、これまでも研修等に参加する機会が何度もあったので、今

日の講演でその一つ一つを確認することができました。鶴田町はまだ始まったばかりなの

で、何から手をつけてよいか、その道のりがはっきりしないことも多いのですが、まずは、

身近なことから始めるとよいのかなという気づきを得ることができました。あまり背伸び

をせずに始めていきたいと思います。ありがとうございました。 

Ｃ  熟議の体験がよかったです。大人もこどもたちもともに行う熟議、ぜひ実施してこども

たちが未来に希望をもてるようにしたいです。 

Ｄ  学校、保護者、地域が当事者意識を持って進めていくことが大切だとわかりました。 

Ｅ  コミュニティ・スクール推進への道筋について参考になった。 

Ｆ  地域と学校（コミュニティスクール）とのつながりのあり方について、実践を踏まえ更

に知りたかった。 

Ｇ  地域と学校の協力が不可欠だと思いました。今後、鶴田がより良くなるために、力を尽

くしたいと思いました。 

Ｈ  コミュスク（→やりたいことを考える）と協働活動（→実行するを役割）が少し分かっ

た。参考になりました。ありがとうございました。 

Ｉ  学校運営協議会委員の研修の場は今後も必要だと思います。今回のような機会を設けた

鶴田町教育委員会の取組は素晴らしいと思います。 

Ｊ  今回の研修会で理解が深まったと思います。次は現場職員にも伝えてほしいです。 

Ｋ  とてもわかりやすい講演で素晴らしかったです。ありがとうございました。これからも

鶴田町コミュニティ・スクールの支援をお願いいたします。 

Ｌ  壮大なプロジェクトのようで、一昔前は当たり前にみられていた学校－地域－保護者が

一体となってこどもたちを育てていこうとする姿勢にも似ているように感じた。町が一丸

となって取り組めば、無限の可能性が広がるように思っ 

た。それぞれの歯車がかみあって大きく動けば、鶴田の教育はとても魅力あるものにな

る！！先人の働きや歴史、体験など、小中連携して総合で教材開発していくとおもしろそ

う！！お疲れ様でした。 

Ｍ  本日はありがとうございました。がんばります。 

 

-45-



 

 中泊町教育委員会  
 

１ 事業名 町民文化祭（こどまり学園とコラボ） 

 

２ 事業の趣旨 

「みんなの文化・健康」をテーマに地域住民の交流機会を創出し、町民の生涯学

習の成果と郷土芸能等の伝統文化の継承、健康に対する理解と認識を深めることを

目的とする。 

 

３ 期日 令和５年 10月 14日（土）・15日（日） 

 

４ 場所 こどまり学園 

 

５ 参加対象 全町民 

 

６ 内容 

それぞれ別開催であった「こどまり学園祭」と「町民文化祭」（小泊会場）をコラ

ボ開催した。会場をこどまり学園にすることにより、地域住民のさらなる交流機会

の創出と、学園が「地域の中心となる学校」であることの認識を深めることを期待

し今回初めて試みた取組である。 

初日は主に学園の生徒による催しが行われた。２日目は町民による郷土芸能・文

化活動団体の発表が行われた。会場に訪れた町民が作品の鑑賞をしながら学校施設

も見て回れるよう、生徒や公民館教室等の作品を共有スペースや教室を活用し、学

園内の広い範囲に展示するなど工夫を凝らし実施された。 

 

７ 成果と課題、今後の方向性 

２日間の開催で大勢の方がこどまり学園を訪れた。本イベントが新たな交流の場

となったほか、この機会により学校と地域との一体感が醸成され、地域とともにあ

る学校づくりの推進に寄与したものと思われる。 

今回が初めての取組であったことから、混乱を避けるため生徒と公民館教室等と

の直接的なコラボは少なかった。来年度は後継者難で承継が課題となっている郷土

芸能に生徒の参加をお願いし、世代間交流の促進による地域への愛着を育んでいき

たい。 
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☆なかどまり町民文化祭（小泊会場）の様子 

 
■小泊網おこしはやし         ■こどまり保育園発表 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
■ものづくり体験（リース）      ■健康チェックコーナー 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
■作品展示 
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チラシ 裏面 チラシ 表面 

開催要項 
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